
※電話のお掛け間違いにご注意ください。
No.215　平成25年（2013）11月15日　京都市左京区役所地域力推進室　〒606-8511 左京区松ケ崎堂ノ上町7番地の2　☎（075）702-1000㈹ FAX（075）702-1301 京都市印刷物第251256号

（平成25年10月1日現在）

82,832
168,180

世帯数
人　口

世帯
人

11/152013

左京区シンボルマーク

視覚に障害のある方を対象に点字版・文字拡大版・テープ版・CD（デイジー）版も発行。 【問合せ】  広報担当 （☎ 222-3094 FAX 213-0286）

　京都市では「だいすきっ！京都。寄付金」を設け、全国の京都ファンの方や市民の方から文化・景観・環境に係る施策にご協力をいただいてきました。左京区
では寄付金を、区民の皆様との協働によるまちづくり事業に活用します。寄付の際は、「応援メニュー」から「地域振興・左京区」をお選びください。
問合せ　市財政課（☎222-3290）　※確定申告をしていただくと所得税及び住民税の寄付金控除が受けられます。

★ふるさと納税「だいすきっ！京都。寄付金」～左京区のまちづくりに活用～★

　区内産農作物の地産地消を推
進するため、「左京旬の朝市」
を開催します。
　区内で育ったはくさいやだい
こん、ほうれん草など新鮮な野
菜やお餅などを販売します。ぜ
ひお立ち寄りください。

　区内の農林家が生産した素晴らしい農林産物を公開展
示し、農林家相互の栽培技術の向上を図ることを目的に
農産物共進会を開催します。
　地元産のだいこん、はくさい、ねぎなどの秋冬野菜に
加え、京の伝統野菜である堀川ごぼうや聖護院だいこ
ん、さらに漬物や木工品、わら細工などバラエティー豊
かな出品物が並びます。
　出品物の即売も行いますので、ぜひご来場ください。

●日時　11月22日㈮
　展示　13：00～14：00
　即売　14：00～　
　（品物が無くなり次第終了）
●場所　下鴨神社
　　（市バス「糺ノ森」下車すぐ）

問合せ　北部農業振興センター（☎493-6660）問合せ　区地域力推進室（☎702-1021）

●日時　12月3日㈫10：00～
　　　　（品物がなくなり次第終了）
●場所　区役所１階正面入口付近

左京旬の朝市 平成25年度 左京区農産物共進会１２月３日㈫ 開催 11月22日㈮開催

京の伝統文化体験
in 大学のまち左京

　左京区には６つの大学があり、多くの大学生や留学生が暮らしている
大学のまちです。日本全国、世界各地から訪れた学生たちに、京都の伝
統文化を体験していただき、京都の魅力を世界に発信してもらうために、
「京の伝統文化体験 in 大学のまち左京」を開催します。
　未生流笹岡家元　笹岡隆甫 氏の指導による、
いけ花の講義と実習を行います。
　ぜひご参加ください。

　未生流笹岡家元　笹岡隆甫 氏の指導
による、家庭で簡単にいけられる正月用
いけ花の教室を開催します。いけ花を
飾って、華やかに新年を迎えましょう。

　長い歴史の中で大切に受け継がれ、磨き
上げられてきた、京都ならではの伝統文化。
　その奥深い魅力をじっくりと味わってみ
ませんか。多くの皆様のご応募をお待ちし
ています。

日時　12月19日㈭ 13:30～14:45
場所　区役所１階大会議室
費用　2,500円（竹器・花材一式）
定員　100人（定員になり次第締切）
申込み　11月15日㈮～12月13日㈮に、
　　　　参加費を添えて区地域力推進室
　　　　（区役所１階11番窓口、
　　　　☎702-1029）へ
※受付時間は平日８:30～17:00

対象　区内在住又は通学の大学生・留学生
日時　12月19日㈭ １５：００～１５：３０
場所　区役所１階大会議室
定員　30人（応募多数の場合は抽選）
費用　無料
申込み　11月21日㈭～12月３日㈫に
　　　　電話又はメールで、
　　　　参加者氏名・大学名・電話番号を
　　　　お知らせください。
※１度に２人まで申込みできます。
申込先　区地域力推進室 (☎702-1021／メールsakyo@city.kyoto.jp)
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市　民　し　ん　ぶ　ん　左京区版　　 第215号　　平成25年11月15日　（2）

いきせんXマスパーティー（左京東部）
　京都大学の落語研究会による落語を楽しみながら、

クリスマスをお祝いしましょう。

対象　市内在住の方

日時　12月14日㈯ 14:00～16:30

場所 左京東部いきいき市民活動センター

費用　無料

申�込み　12月13日㈮までに左京東部いきいき市民

活動センター（☎761-1385）

…………………………………………………………

親と子のためのヨガ教室（左京西部）
　親子で楽しみながら、ヨガの呼吸やポーズを学びます。

対象　３～５歳のお子さんとその保護者

日時　12月15日㈰ 10:30～11:30

定員　５組（先着順、３組以上で開催）

費用　親子ペアで1,200円

　　　（お子さん２人目以降は１人につき300円）

持ち物　動きやすい服装、飲料、タオル

シニアのためのヨガ教室（左京西部）
　イスやタオルを使い、簡単なヨガの練習をします。

対象　60歳以上の方

日時　12月15日㈰ 13:30～15:00

定員　８人（先着順、４人以上で開催）

費用　1,000円

持�ち物　動きやすい服装、飲料、タオル、

　バスタオル
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左京老人福祉センター

　東部まち美化事務所では、環境をテーマ

に東部まち美化フェスタを開催します。

　ごみ啓発パネルの展示やごみ収集車への

積込み体験、ごみ分別クイズコーナーな

ど、親子で楽しめるイベントです。ぜひご

参加ください。

日時　12月15日㈰ 9:00～15:30

場�所　東部まち美化事務所

　　　（市バス「高野橋東詰」徒歩２分）

内�容　缶バッチづくり、ごみ減量相談、パ

ネル展示、ごみ分別クイズ、収集車への

積込み体験など

※資源物の臨時回収も併せて実施

問�合せ　東部まち美化事務所

　　　　（☎722-4345）

　平成24年全国のＨＩＶ感染者数は1,002

件、エイズ患者数は447件でした。平成24

年末までのＨＩＶ患者・感染者の累積報告

件数は21,425件になりました。感染してい

るかどうかは、検査をしないとわかりませ

ん。早期発見・治療のために、ＨＩＶ検査

を受けましょう。

日時　毎週金曜日(祝日を除く)

　受付　9：00～10：30（匿名・予約不要）

※ 検査結果は、２週間後

　の検査実施日に聞きに

　来てください。

場所　区役所３階

費用　無料（証明書が必要

　な場合は有料）

問合せ　区健康づくり推進課

　　　　（☎702-1219）

　通称「鞍馬街道」とも呼

ばれる「主要府道京都広河

原美山線」は、市内中心部

と北部地域を結ぶ主要な幹

線道路です。しかし、鞍馬

二ノ瀬町を中心とした地域

は、道路の幅が狭く、観光

シーズンや休日には慢性的

な交通渋滞が発生しています。

　そこで、安全で快適な生

活環境と地域の活性化を図

るために二ノ瀬バイパスを

整備しています。

　この度、二ノ瀬バイパス

のトンネルが貫通し、名称

は「二ノ瀬トンネル」に決

定しました。前後の道路改

良も含め、トンネルの供用

開始は平成26年度を予定し

ています。
問合せ　市道路建設課

（☎222-3577）
　日常生活の動作に大切な「立位」や

歩行の安定のため、足のケアは欠かせ

ません。足裏マッサージをはじめ、毎

日の足のお手入れ方法についてお話と

実演を行います。ぜひご参加ください。

※ 人工関節の方、椅子に座って足が組

めない方、足先に手が届きにくい方

は一部実施できない内容がありま

す。当日、裸足になっていただきま

す。

日時　11月27日㈬ 14:00～15:30

場所　区役所１階大会議室

講師　橋本かずみ氏

定員　50人（応募多数の場合は抽選）

費用　無料

持ち物　タオル２枚、筆記用具

申�込み　電話で左京区地域介護予防推

　進センター（☎741-2192）へ

北部地域へのアクセスを改善 二ノ瀬バイパスの整備

場�所　左京西部いきいき市民活動センター
申�込み　11月20日㈬～12月11日㈬に電話で左京西

部いきいき市民活動センター（791-1836）へ。
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2013 Ｘ’ｍａｓコンサート
　バイオリンやフルートが奏で

る冬の調べをお楽しみください。

対象　市内在住の方

　　　（年齢不問）

日時　12月14日㈯ 
　　　14:00～15:00

場所　左京老人福祉センター

費用　無料　　

申込み　不要

「やさしいフォークダンス」
　簡単で楽しいフォークダンス

を一緒に踊りませんか。

対象　市内在住60歳以上の方

日時　12月６日㈮ 
　　　13:30～15:00

場所　左京老人福祉センター

定員　32人（先着順）

費用　無料

持�ち物　運動のできる上履き、

タオル

申�込み　11月18日㈪～30日㈯に

電話で左京老人福祉センター

（☎722-4650）へ

住宅用火災警報器が役立った
事例報告と住宅火災の減少

介護予防
区民講座 「フットケア」

♥12月1日は世界エイズデーです
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平成25年分年末調整説明会（給与支払者向け）
　平成25年中に源泉徴収した所得税の年末調整
や、平成25年中に支払った給与に係る給与支払
報告書（源泉徴収票）などの作成と提出方法等
についてご説明します。
日時　11月22日㈮ 14：00～16：00
場�所　京都教育文化センター（京阪電鉄「神宮
丸太町」駅下車徒歩約₃分）
問合せ　左京税務署（☎761-5371）
　市法人税務課特別徴収担当（☎213-5246）

歳末特別生活相談及び特別生活資金貸付
　病気や事故等で年越しの時期の生活にお困り
の世帯からの相談を受け、必要と認められる場
合には歳末特別生活資金を貸し付けます。ご希
望の方は、住所・家族構成などが分かるもの
（世帯員全員の健康保険証等）と印鑑をお持ち
ください。
相談日時
　12月₉日㈪～13日㈮
　９：00～11：30、13：00～15：00
貸付日　12月25日㈬
場所　区役所１階大会議室
貸�付の内容　１人₃万円を目安（１世帯15万円
を限度）。担保、保証人は不要で無利子。１～
₃カ月の据置期間を含めて₂年以内に、原則
として均等月賦で返済。
貸付を行わない世帯
①�ボーナス等の臨時収入がある世帯や他の貸付
が受けられる世帯

②生活保護受給中の世帯
③�中国残留邦人等に対する支援給付を受けてい
る世帯

④�以前に夏季又は歳末の特別生活資金の貸付を
受け、返済が終わっていない世帯

⑤返済能力に欠けると認められる世帯
問合せ　福祉介護課（☎702-1064）
　　　　市地域福祉課（☎251-1175）

戦没者遺族相談員
　戦没者遺族の年金等に関する相談に応じ、必
要な助言等を行う戦没者遺族相談員は、戦没者
遺族の福祉の増進を図るため、厚生労働大臣か
ら委託を受け、各市町村に設置されています。
ご相談は下記相談員までご連絡ください。実施
に当たっては、個人情報を厳守します。
　なお、任期は平成27年₉月30日までです。
相談員　清水保子氏（☎761-6９51）
問合せ　福祉介護課（☎702-1065）
　
新しい国民健康保険証は届きましたか
　現在、新しい保険証（１人１枚のうす紫色の
カード型）を簡易書留郵便でお届けしています。
　配達時にご不在であった場合は、郵便局の保
管期間内に郵便局に再配達を依頼するか、郵便
局でお受け取りください。郵便局の保管期間を
過ぎた場合は、区役所でお受け取りください。
　古い保険証（オレンジ色）は、12月１日から

は使えません。12月
１日以降に新しい保
険証を医療機関等に
提示せずに受診した
場合は、一旦、医療
費を全額お支払いい
ただかなければなり
ませんので、ご注意
ください。
問合せ　保険年金課（☎702-1168）

後期高齢者医療制度における
高額療養費の手続をお忘れなく
　後期高齢者医療制度の被保険者の方で、医療
機関等で支払った１ヵ月の医療費の一部負担金
が自己負担限度額を超えた場合、その超えた額
が高額療養費として支給されます。該当される
方には「高額療養費支給申請について（お知ら
せ）」をお送りしています。
　支給に際しては、初回のみ保険年金課への申
請が必要です。お知らせが届いた方は、お早め
に申請してください。
申�請に必要なもの　「高額療養費支給申請につ
いて（お知らせ）」、保険証、印鑑、預貯金通
帳、委任状（代理人が来られる場合）

問合せ　保険年金課（☎702-1170）

ネズミの駆除に努めましょう
　ネズミは食中毒や感染症の原
因となる菌を運んだり、ダニ・
ノミを撒き散らしたりします。
　特に、気候の良い秋に繁殖し
やすいので、ネズミの習性をよ
く理解し、根気よく駆除に努め
ましょう。
習性
○何でも食べる雑食性である。
○�物陰や壁つたいに走るが、通り道は一定して
いる。

○夜行性で明るさの変化に敏感である。
○警戒心が強く環境の変化に敏感である。
○�のび続ける歯をすり減らすため硬いものをか
じる。

対策
○エサになるものを置かない。
○�粘土や金属板等で侵入口や通路などをふさ
ぐ。

○�整理整頓に努め、定期的に清掃・点検をし、
巣を作らせない。

主な駆除用品
○�粘着シート：ハツカネズミ等の小型のネズミ
向き。

○�殺
さっ

鼠
そ

剤：₄～₅日間続けて食べさせる必要が
あるので、毎日食べた分だけ補充する。

○�捕獲器：取り付けるエサには、普段ネズミに
食べられている食品を使うと効果的。

※�殺鼠剤や捕獲器を使用する際は、説明書をよ
く読み、小さなお子さんやペットに十分ご注
意ください。

問合せ　区衛生課（☎702-1256）

女性に対する暴力をなくす運動
11月12日㈫〜25日㈪
　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買
春、セクシャル・ハラスメント、ストーカー行
為等、女性に対する暴力をなくす運動を実施し
ています。女性に対する暴力の根底には，女性

の人権の軽視があることから、男女共同参画社
会を形成していく上で克服すべき重要な課題と
なっています。
問合せ　市男女共同参画推進課（☎222-30９1）

　

弁護士による無料法律相談
日時　毎週水曜日 13：15～（受付13：00～）
場所　区役所₁階地域力推進室相談室
定員　先着15人（正午から整理札を配付）
※お一人20分以内
問合せ　地域力推進室（☎702－102９）

行政書士会による無料相談
日時　12月10日㈫ 14：00～16：00
場所　区役所会議室
問合せ　京都府行政書士会第₄支部事務局
　　　　（☎762－0505）

左京図書館（☎722－4032）
開館時間　平日：10：00～1９：30
　土・日曜、祝日：10：00～17：00
休館日　毎週火曜、第₂・₄水曜
赤ちゃん絵本ふれあいタイム
　11月21日㈭、11月28日㈭、
　12月₅日㈭、12月12日㈭、いずれも10：30～
お楽しみ会　11月23日(土/祝) 11：00～

左京図書館・左京老人福祉センター共同企画
懐かし名画シアター「第三の男」
日時　11月30日㈯ 14：00～
場所　左京老人福祉センターホール（１階）
費用　無料　　申込み　不要
定員　50名（定員を超える場合は立ち見）

岩倉図書館（☎702-8510）
開館時間　月・木曜：10：00～1９：00
　その他の曜日・祝日：10：00～17：00
休館日　毎週火曜、第₂・₄水曜
お楽しみ会　11月16日㈯ 11：00～
赤ちゃんタイム
　11月22日㈮、12月13日㈮ 各日11：00～
えいごタイム
　11月23日(土/祝)、12月14日㈯ 各日14：00～

移動図書館｢こじか号｣（☎801-41９6）
巡回日程

（3）　平成25年11月15日　　第215号　　 市　民　し　ん　ぶ　ん　左京区版

11月20日㈬
10：00～11：00 京都大原学院
11：20～11：50 農協静原支所横
13：00～13：40 静原小学校

11月22日㈮
10：00～10：40 修学院小学校
11：00～11：40 上高野小学校
13：00～13：40 八瀬小学校

12月₆日㈮
10：00～10：40 市原野小学校
11：00～11：30 鞍馬本町かどや駐車場
13：00～13：40 鞍馬小学校　

12月11日㈬

10：30～11：00 広河原うどん伝兵衛前
11：20～11：50 JA京都中央花背支店前
13：00～13：30 花背小中学校
13：50～14：20 別所喫茶カウベル前

税
新しい保険証

その他

相談窓口

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

シンボルの
パープルリボン
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市民しんぶんへの広告を募集中（１〜４面下欄）。【問合せ】 販売代理店＝（株）ホープ（☎ 075―778―5074）再生紙・植物油インクを使用しています。

川柳募集
テーマ　「マラソン」

掲載号　２月15日号

応�募方法　氏名（ペンネーム

可）、住所、電話番号を明記

し郵送又はメールでお送りく

ださい。１人３句まで。

応募締切　12月27日㈮（必着）

応募先　〒606－8511　左京区役

所地域力推進室　左京ボイス

担当（☎702－1021/メール

sakyo@city.kyoto.jp）
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　左京でのまちづくりに興味・関心のある方々

の出会い・交流・活動の場として、「みんなで

つくる左京朝カフェ～winter season」を３回

開催します。

　各回でテーマを設定し、まちづくりに関する自

由な意見交換、テーマごとのグループワークなど

を行い、活動グループの誕生や「左京区まちづく

り活動支援交付金」の申請などにつなげます。

第１回　12月８日㈰
　「みんなの話を聞いてみよう」

第２回　１月25日㈯
　「『やってみたい！』を応援しよう」

第３回　３月２日㈰
　「好きなテーマでグループワーク」

※各回とも10:00～12:30

場所　区役所１階大会議室

費用　300円（茶菓代）

申 込み　開催日の３日前までにホームページ、

メール、電話、FAXで氏名（ふりがな）、お住

まいの市町村（市内の場合は区）、連絡先、

託児を希望する方はお子さんの名前と年齢を

お知らせください。

※ 託児コーナー有（要予約・無料）

申 込先　区地域力推進室（メールsakyo＠city.

kyoto.jp、☎702-1021、FAX702-1301）

　選挙をより身近に感じていただけるよう「左京区

明るい選挙推進セミナー」を開催します。今回のセ

ミナーでは、日本選挙学会前理事長でもある西澤由

隆教授をお迎えして、選挙にまつわる不思議につい

てわかりやすくお話しいただきます。

日時　11月27日㈬ 14:30～15:30

場所　区役所１階大会議室

講演　「誰にでもわかる選挙の不思議」

講師　西澤由隆氏

　　　（同志社大学法学部教授）

定員　90人（先着順）

費用　不要　　

申込み　不要

主�催　左京区明るい選挙推進協議会

　　　左京区選挙管理委員会

　　　左京区地域女性連合会

問合せ　区選挙管理委員会（☎702-1021）

　12月の人権月間に、左京区では

様々な取組を行います。この機会に

人権について考えてみませんか。

児童絵画展
　区内の小学生が人権をテーマに

描いた絵画を展示します。

期間　12月１日㈰～13日㈮
８:30〜21:00（土・日曜日

は９:00～17:00，最終日は

８:30〜17:00）

場所　区役所１階ロビー

心のふれあいみんなの広場
　12月10日㈫に芝蘭会館で、映画

「RAILWAYS　愛を伝えられない大

人たちへ」上映会を開催します。

11月20日㈬まで参加者を募集して

います。お申し込みは「京都いつ
でもコール」（☎661-3755、

　市では地域団体とＮＰＯ法人の連

携により、地域課題の解決に取り組

む活動を促進するため、「地域団体と

ＮＰＯ法人の連携促進事業」助成プ

ログラムを公益財団法人京都地域創

造基金と協働して実施しています。

　この度、採択事業を決定し、地域

の活性化に向けた活動の財源となる

寄附金を広く市民の皆様から募集し

ています。多くの応援をお待ちして

います。

FAX661-5855、電子メールは市
ホームページから）へ

※ 定員になり次第締切。

問 合せ　区地域力推進室（☎702-1029）

※ 寄附募集専用のホームページをご

覧ください（京都地域創造基金を

検索）。

問 合せ　市地域自治推進室

　　　　（☎222-4072）

大原花いっぱい運動の展開
　観光地としての魅力を更に高めるた
めに，大原で昔から育てられてきたミ
ヤマヨメナ、大原菊、フジバカマなど
の花を地域全域に咲かせて、景観の向
上を図るとともに、育成を通して住民
相互のつながりを深めます。
地域団体　大原地域環境美化推進協議会
NPO法人 京都大原里づくり協会
寄附募集額　15万円

左京区で実施する採択事業　

　朝カフェで出会った
仲間と活動がしたい方
に朝カフェグループと
して登録していただ
き、活動に関するアド
バイスや広報、場所な
どの支援を行っていま
す。現在、７つのグ
ループが活動していま
す。各グループの活動
については、区役所
ホームページのまちづ
くり活動掲示板で随時
お知らせしています。

12月は人権月間です

児童絵画展

RAILWAYS�愛を伝えられない大人たちへ

左京区明るい選挙推進セミナー開催左京区明るい選挙推進セミナー開催

「地域団体とＮＰＯ法人の連携促進事業」
　 助成プログラム 採択事業への寄附を募集中！

みんなでつくる
左京朝カフェ
〜 winter season


